
（
敬
称
略
）

「
名
に
し
お
は
ば

阪
山
の
さ

ね
か
づ
ら

人
に
知
ら
れ
で
く
る

よ
し
も
が
な
」
。
小
倉
百
人
一
首

の
三
條
右
大
臣
の
歌
で
す
。
つ
る

性
の
木
で
、
枝
が
長
く
伸
び
か
ら

ま
り
合
う
た
め
「
逢
う
」
や
「
来

る
」
の
枕
詞
と
さ
れ
、
古
く
か
ら

歌
に
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

「
実

」
と
書
き
ま
す
。
濃
い

緑
の
葉
に
赤
い
実
が
美
し
く
目
立

つ
の
で
名
が
付
い
た
そ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
実
が
丸
く
集
ま
っ
て
、

ま
る
で
和
菓
子
の
よ
う
で
す
ね
。

全
体
の
直
径
は
３
㎝
く
ら
い
。
10

～
11
月
に
赤
く
熟
し
ま
す
。
実
は

咳
止
め
、
滋
養
、
強
壮
に
使
わ
れ

ま
す
。
別
名
は
、「
美び
男なん
か
ず
ら

」。
樹
皮
に

粘
液
が
あ
り
、
整
髪
料
に
用
い
た

こ
と
か
ら
の
名
で
す
。

関
東
以
西
に
分
布
し
、
竹
や
ぶ

の
ほ
と
り
、
林
縁
で
よ
く
見
か
け

ま
す
。
挿
し
木
が
で
き
、
常
緑
な

の
で
生
垣
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

花
は
７
～
８
月
。
淡
い
黄
白
色

で
直
径
は
1.5
㎝
ほ
ど
。
葉
の
腋
か

ら
長
い
柄
で
垂
れ
下
が
り
ま
す
。

花
の
中
心
部
が
赤
い
苺
の
よ
う
で

あ
れ
ば
雄
花
。
緑
白
色
で
あ
れ
ば

雌
花
で
す
。
雌
株
と
雄
株
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
１
本
の
木
に

雌
花
と
雄
花
が
咲
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
花
の
頃
、
雌
雄
異
株
か
雌

雄
同
株
か
、
観
察
し
て
み
ま
せ
ん

か
。【
写
真
・
文

冨
沢
由
美
子
】
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宇01/
11
月
号
№
329

発
行
／
熊
野
町
編
集
／
企
画
課（
11月
1日
発
行
）

731-4292
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
3815-1

（
082）820

5602（
企
画
課
直
通
）

今
月
の
題
字

熊
野
高
校
２
年
生

川
西

絵
里
さ
ん

町の人口と世帯数
（前年同月比較）

熊野町の火災と救急
平成13年９月中

火 災 件 数 １件
死 傷 者 ０人
救 急 件 数 65件
搬 送 人 員 66人

平成13年９月30日 平成12年９月30日

渦蔚，臼嘘厩人…人口…渦蔚，渦鰻蔚人
臼渦，鰻蔚鰻人… 男 …臼渦，姥嘘鰻人
臼嘘，嘘鰻渦人… 女 …臼嘘，唄嘘厩人
厩，欝鰻嘘…世帯数… 厩，唄鰻厩

救急の通報は119番
その他、消防の問合せ・

相談はこちら

海田地区消防署熊野出張所

℡854－1103

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平成13年11月号

▼

熊
野
東
中
学
校
２
年
生

中

村

友

香

【
評
】
一
点
一
画
と
て
も
丁
寧
に
書
い
て
い
ま
す
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も

良
い
で
す
ね
。

▼

熊
野
東
中
学
校
１
年
生

伏

田

幸

代

【
評
】
夏
休
み
中
の
作
品
で
す
。

複
雑
な
自
転
車
の
形
体
を
画
面
に

大
き
く
と
ら
え
て
い
ま
す
。
取
り

組
む
と
き
の
集
中
力
や
持
続
力

(

根
気)

が
う
か
が
え
ま
す
。
背
景

も
入
れ
て
、
す
が
す
が
し
い
写
生

に
な
り
ま
し
た
。

サネカズラ
（マツブサ科）

(146)

自
然
観
察
会

と

き

11
月
28
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

中
倉
山

集

合

西
公
民
館

講

師

冨
沢
由
美
子

主

催

く
ま
の
自
然
観
察
会

連
絡
先

℡
854
―
０
６
１
９
升
木




